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パーソナルコンピュ一夕による簡易 CAD ソフトの作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新技術応用部  永井     剛 渡辺     久*

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌田   一之**

1．  緒  言

  現在パーソナルコンピュータは，事務計算，生産管理あるいは技術計算などに使用されるなど，企

業における普及率もかなり高くなっている。今年度は，  これらパ一ソナルコンピュータを使用した

簡易 CAD ソフトの作成を行ったので報告する。

2．  内  容

2．1   プログラムの概要

今回作成した CAD のプログラムは，  CAD としての操作生を重視し以下の様な構成とした。

・コンピュ一夕と対話型で作図できるシステムとする。

・作図用の各コマンドは，マウスの移動によりスクリーンから選択するため，階層構造にする。

・ 座標の入力は，値による入力はキ一ボ一卜から行い，他の場合はスクリーン上の力一ソルから行．

  う o

・ 図形要素の選択（消去の場合など）は，  カ一ソルでスクリ一ン上の各要素をピックすることによ

・ り行う。

・図形要素（点，線分，  円弧）は，それぞれ別ファイルに登録する。

・ 図面の保存は，  各図形要素のファイルとウィンドウなどの図面情報をもったファイルとで保存す

  る

・ 図面をプロッタに出力する場合は， ウィンドウの中心を用紙の中心に合わせ， スケ一ルを指定し

て出力する。

2．2   プログラム開発環境

 パソコン本体： PC9801VM2  （NEC）

 プリンター   ： NM－9900 （NEC）

 プ ロ ッ タ： MP3200 （グラフテック）

 オペレーティングシステム：MS－DOS

 言       語：C言語

                                                  
* 新熱工業(株)
** (株)飯塚電機工業
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2．7  今回作成した CAD のプログラム及ぴプロッタ出カプログラムを使用して作成したシーズヒー

3．  結  果

 以上報告の通り素面の入力から出力までのプログラムを作成することができたが，

 1．  寸法，文字の記入ができない。

 2．  作図，編集コマンドの種類がまだ不十分である。

 3．  図形要素の検索に時間がかかる。

などいくつかの課題を残した。

 なお，今回作成したプログラムは，全部で 60関数，約 130K バイト（リストで約 130 頁）である。


